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動物は，体重 2 "'2.5kgのカニクイ猿を使用した。実験 I では， 3 匹の猿 (A ， B, C) に対して trival-
ent vaccine 2cc ずつを経口投与し，実験 E では， 2 匹の猿 (D ， E) に対し， monovalent vaccine の 1 , 
I ，亜型各 2cc を混合し，計6ccず、つを投与した。実験E は，少量投与実験で， 猿の体重1kg当りのワク












3) 猿の血清中和抗体値は， A猿の 5 日目と B 猿の10 日目の血清に於て，1II型ポリオに対してのみ 4 倍まで
上昇を認めた。また補体結合抗体値は，E猿の10日目血清において， 1 型に対して 4 倍の上昇を認めた。









以上の実験成績から， Cox-vaccine を人に投与する場合，多少の危険性が感じられるのであるが， そ
の原因の 1 つとしては， 1 , n , m 型を混じた trivalent vaccine を用いた乙と， および， 1 , n , m 型
を同時に混合投与したことにあると思う。 Sabin vaccine では全然 Accident を見ない乙とは， 1, n, 
E型を分割投与している点を考慮すべきである口 したがって現段階においては， Sabin-vaccine , Coxｭ














したがって現段階において Cox ワクチンの 3 型を混合してヒトに用いるには多少の危険性があことを
示し，なお慎重な検討を必要とすることを指摘した点に本論文の意義が在する。
